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Prof. D
r. Ryôsuke O

hashi

１９４４年京都市生まれ。一燈園高等学校卒業の後、

６９年に京都大学文学部卒業。７４年ミュンヘン大学

哲学部博士課程修了。

１９８３年にヴュルツブルク大学哲学教授資格（Habil. 

phil.）を取得。１９９０年には西ドイツ大統領よりシー

ボルト賞を受賞。滋賀医科大学助教授、京都工芸

繊維大学工芸学部教授、大阪大学大学院文学研究

科教授、龍谷大学文学部教授を歴任。

２０１０年４月より２０１５年９月まで、ケルン大 学

“Morphomata” 講座初代フェロー、ウイーン大学客

員教授、ヒルデスハイム大学客員教授、ケルン大学

哲学科教授代行、テュービンゲン大学客員教授等を

歴任。その間、２０１４年5月より日独文化研究所所長

となり現在に到る。

大橋 良介（おおはし りょうすけ）

著者紹介

上：銀閣寺・同仁斎

下：哲学の道・初冬の桜

Prof. Dr. Ryôsuke Ohashi

PLAN 2-3

哲学者と旅
する「美と信

仰」の一千
年史

京都には名所旧跡がひしめいているが、一千年にわたる

歴史と文化の“残照美*”を次々に見せてくれる空間は、

ここ「哲学の道」沿いだけだ。（序文より抜
粋）
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付　録　哲学の道〈周辺〉グルメ・マップ（作：アニー・ド・ベレス）　    
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* 文化におい
て、過ぎ去る

ことのない伝
統というかた

ちで、美的な
ものとなって

あらわれる現
象。
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